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論文肉容の要旨

論文題目 (外国語の場合は、その和訳を併記すること。)

The role of Ll and L2 orthography on loanword phonology 

けト来語音韻論における LlとL2つづり字の役割)

氏 名:権延妹

神戸大学大学院人文学研究科博士課程後期課程社会動態専攻

指導教員氏名 (主)田中真一 准教授

(副}岸本秀樹 教授

(副)菱川英一 教授

韓国語の中には外国語から借用された語棄が多心。 20世紀に入ってからは西洋から入った

語繋が多く、その中でも英語からの外来語は全体の5%を占めていて、今も増えつつある。英語から

の外来語の特徴は一つの音素が複数の韓国語音素に借用されるところにある。例えば、英語の母音[a]

は韓国語に借用されるとき、英単語 'gaぶからは/a/で(/kasi!)、英単語‘gag'からは/e/で(/kegi/)

借用される。このような借用によって、英語では一つの単語が韓国語の中で二つの形で借用されるこ

ともある。例えば、英単語の shotの借用がそうである。この単語は韓国語では/syat/または/Syot/

と借用されているが、このこつの単語の間には意味、または使い方の違いはない。

本論文の 1章は韓国語の借用語の問題点の指摘から始まる。続いて本研究が扱う主題である

外来語の定義について、 codeswitchingとの比較を通じて説明し、論文の全体的な構造を概略する。

先行研究をまとめた 2章は3つに分かれている。 2.1では外来語音績論を扱った先行研究をその立場

から、音韻中心の見解 (Bloomfie1d1933;恥 inreich1953， 1957; Hyman 1970; Lovins 1975; Danesi 

1985; Ulrich 1997; Jacobs & Gussenhoven 2000 among others)、音声中心の見解 (Silverman1992， 

Shinoh釘 a1997， Kang Y. 2003， Peperkamp &加:poux2003， Vendeline & Peperkamp 2004， Oh -& Kim 

H. S. 2006)、綴り字中心の見解(Iversion 2005， Vendelin & Peperkamp 2006， Smi th 2006， Detey et 

a1. 2007， Kang 2009)と3つに分けてまとめた。まず音韻中心の見解は、完獲な二重母語話者が音声

を隔てないで直接音素から音素へ借用すると主張する見解だロしかし、この見解では同じ音素が、 L2

によって異なる音素として借用される現象が説明できない (Shinohara1997) 0 2番目の音声中心の見

解は、外来語は L2の入力を物理的に一番近い Llの音として借用することで形成されると主張する。

この説明は音韻中心の見解が持つ問題点を説明することができる。しかしながら、この見解は同じ音

声が語によって異なる形で借用される語例が説明できない (Cho 2009)。最後にあげられる綴り中心

の見解は、文字に基づく借用を主張する。文字借用を考慮に入れると、音声要因で説明できないとこ

ろが説明できる (Vendelin& Peperkamp 2005)。続く 2.2では韓国語の音韻体系を先行研究を用いて

まとめ、また 2.3では英語を韓国人がどう聞き取るかを先行研究のデータに基づいてまとめた。 2.2

と2.3は3章から 5章までに渡る韓国語の外来語に関する分析の基盤となる。

本研究では知覚実験と実在語の分析によって、外来語の母音の借用のパタンを調査した。 3

章では、入力を音声だけに制限した時の、借用のパタンを聴覚実験で確認した。刺激に使われた英語

の音声がアメリカ人の英語母語話者によって録音した。刺激語は英語の母音が一回ずつ、また英語の

母音のつづり字を一回ずつ含むよう、実在語の英語の単語から選ばれた。例えば、英語の aのつづり

としては'a，e，i，o，u，y'が全て生起可能なので、 [a]の単語は!!.cademic，aca金'm)うca皿 'unlcation，

accordi包'n，cura包ιadvent!!re，drib!!1乏が選ばれた。被験者は韓国人で正規教育以外に外国語の経

験がない韓国人のソウノレ方言話者が参加した。被験者が英単語をそのまま聞くと、刺激の解釈の際に

韓国語外来語を参照する恐れがある考えられるため (Kang，S.IoI. et a1. 2012)、CVC、VC，CVの形で

被験者に提示した。例えば、英単語alcoholからは[al]、 [kah]、[hol]の3つの刺激が得られた。
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図 l 刺激語の編集ー聴覚実験

被験者はCVC.CV. もしくはvcの音声刺激を聞き、韓国語の一番似ている母音を選ぶよう指

示された。 23個の刺激が2回ランダムで提示される実験に 13回参加してもらい、 598個の返答を得る

ことができた。結果は58%が先行研究と一致していた。先行研究と一致しない結果は英語の[αl.h). 

[uJの場合に観察できた。

Engl ish 

Korean 

[a) 

-1/al ーlil

43% 26首

表 l 健国人の英語母音の知覚ー聴覚実験の結果

4章では文字を刺激とした筏覚実験を行った。車春、覚実験で使われた同じ単語が使われた。た

だし、視覚実験では文字という形で被験者に提示され、音声刺激は与えられてなかった.また英語の

単語は全体の単語を見ない限り母音の音質が判断できないことから、視覚実験では英単語が単結全体

で提示された。

Figure 1 視覚実験の画面

4章の結果は聴覚実験の結果との比較することで分析が行われた。両実験の結果が見せるパ

タンから予測値を計算し、それを実在語からの実測値と比較して、どちらのほうが実測値をよりよく

予測しているかを求めた。結果は文字を用いた実験のほうが聴、党実験より実在語をより正確に反映し

ているこということであった。この結果から文字の影響が、外来語の借用において、音声ほど強いこ
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とが確認できた。

5章では緯国語コーパスから英語からの外来語を抽出し、分析の対象とした。[英語の発

音H英語のつづり字]ー[緯国語母音]のセットを作り、まとめた。例えば、英単苦吾 accentは線図書吾に

leksenthilと借用される巴この単語から表 Iのようなこつの[英語の発音]ー[英語のつづり字]ー[鱒国語

母音]のセットを得ることができたe 実在言吾の分析に使われたセットの総数は 3918例であった.

英語のつづり字| 英語の発音 i 緯盟諸

acc 。耳 lekl

ccent 

[~k) 

[sant) "1! ~/sentl 

表 2 実在語の分析

3918伊jからも、一つの笑母音が複数の韓国語母音に借用されることが確認できた。一つの英

語母音を借用するために用いられる緯国語の母音の数は、 1つ[u)から9つ[a)まであった(平均 5.1

個)。結果分析は文字{昔用と音声借用を共に考慮に入れて行った。音声借用と文字借用で借用パタンを

分析すると、全体的には音声と文字が共に作用していることが分かった。

量rJ宮越'NI! 音声'IIfJljで'I;tlj:v1 

1316 1094 2410 
文字金五'1m

(34覧) (28'再) (62覧)

1332 176 1508 
文字t{{fJljではなV1 

(34首) (4覧) (38覧)

2648 1270 3918 

(68百) (32覧) (100弛)

母音jJrJには(i)、 [ε]、[a)、[刻、 [0)の場合、音声と文字が共に借用に影響していた。 [0)は

分析の前に[英語の発音]ー[英語のつづり字]ー[韓国語母音]のセットでまとめる際に発生したパタンで、

英単語には母音の綴り字があるが、その発音は[a)であったり、まったく発音されなかったりする場合

ある。 [o)は[a)とは借用のパタンが違っていたので、 [a)とは別のケースとして扱った。他の母音の場

合、音声のほうが強く働くものも、文字のほうが強く働くものもあった。母音[u)、[u)、[h)に関して

は音声の影響が強く、これらの母音の借用は音声だけでも説明できるものであった。文字の影響が強

い場合は[a)と[:>)があった。

このような母音による、音声と文字の影響の差は英語の中でも文字と音声の関係にあること

が見て取れた。英語の綴り字と音声が、同じ韓国語母音としての借用に働く場合、音声借用が強い傾

向にあった。
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英語の発音 [u] [A] 

額度が最も高い英語の綴り字 ‘u' 

発音に基づく借用 ~ /e/ 

文字に基づく借用 ./u/! ./u/ ，/u/ 
実在語で頻度が最も高い借用 ./u/ I ，/u/ Ve/ 

表 3 音声借用が強い英語の母音

それに比べて文字の影響力が強い母音には、英語の文字と音声が異なる方向で作用している

という傾向が見えた。

英語の発音 [α] [0] 

頻度が最も高い英語の綴り字 o O 

発音に基づく借用
ト/a/，

ト/a/
/a/ 

文字に基づく借用 /0/ /0/ 

実在語で頻度が俵も高い借用 /0/ /0/ 

表 4 文字借用が強い英語の母音

本研究が扱ったコーパスの中にも一つの英語の単語が複数の韓国語に借用されるパリエー

ションが英語の 8つの単語においてあった。このようなパPエーションは、音声だけでは説明できな

く、文字借用を考慮に入れることで説明できだ。借用語においては全体的なパタンについても、また

個々のバリエーションについても文字{昔用による分析で、説明カが高くなることが分かった。

聴覚実験の結果では一つの母音が少なくて 1つ(英語の[i]、 [u]、[a]、[A])、多くて4つ(英

語の[Il、 [u]、[，，]の場合)の韓国語の母音に借用されていて、実在語よりはブレが少ないパタンを見

せた。このような結果を踏まえて、実在語に音声以外の何かが作用していることを確認できた。

さらに、実在語と聴覚実験の結果を比較し、英語の母音が一つに母音に偏って借用される場

合と、そうでない場合に分けて分析した。一つの韓国語の母音に借用が偏る場合にも、実際どの母音

との関係を持つかは断る場合があった。例えば、英語の母音[0]は実在語では89%で/0/で借用された

が、聴覚実験では 92%が/a/で借用された。英語の母音[Ilは実在語では 93%が/i/で借用されたが、

聴覚実験では27%だけが/i/として借用されていた。全体的な傾向だけでなく、ーこのような個々の例

からも、実在語のパタンと聴覚実験の結果が一致しないことが分かった。以上から実在語には音声以

外の要素が働いていると判断できた。

続く 6章では音韻論以外の分野から、文字と音声の関係を見ることで、文字に基づく借用が

自然であることの根拠を求めた。心理学研究からは文字と音声が言語の二つの入力であることを

(Gazzaniga et al. 2002)、また音声と文字が共に提示された実験で文字のほうが、音声刺激より長く

正確に被験者の記憶に残るということを報告している先行研究を紹介した (Colavitaand Weisberg 
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1979、Kimand Min 2009)。外国語教育から明らかになっている学習者のエラーの中にも、文字の影響

によるエラーは珍しくないことであった (Celce-Murciaet al. 1996)。

今までは外来語の音韻論は音声と音績に解釈の見解が分かれていた。本研究では知覚実験と

実在語を共に扱うことで、実際の聴覚と実在語が一致しないことを数量的に確認した。この不一致か

ら、実在語に聴覚以外の要因が働いていることを確器した。また、実在語の分析において英語の綴り

字を考慮することで、聴覚で説明できない借用のパタンが綴り字で説明できることを確認した。この

ような結果から、外来語を扱う研究では音声だけでなく綴り字も、外来語の形成に影響していること

を顧慮に入れる必要があると考えられる。
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[課程陣士用]

(別紙1) 

要 ~ 
日

と比較することにより、母音借用のメカニズ、ムの解明を試みている。借用には総じて音声偽報と文字情報がともに作

用し、全体:1il立においては音声による説朋カの方が高いことを認めながら、その一方で、英語の母音の種類により(l)

音声と文字がともに関与するもの([iJ、 [8]、[a]、[a]、[o])、(2)音声のみが関与するもの ([u]、[u]、[A])、(め

文字のみが強く関与するもの([心、[寸)の三つに分類できることを指摘している。また、第3章で分析された聴覚

実験との比較において、借用元偶語)に姉忘する借用側僻国語)の母音の選択幅が、聴覚実験においてよりも実

在語において大きいことを提示している。このことと、上記(3)の借用パタンの存在から、借用に音声以外の要素、

つまり、綴り制t関与することを指摘している。本章は、実在語における借用パタンが、聴覚手強およひ視覚実験で

得られた結果との比較から検討され、多角的な議論の展開されている点において大いに制面できる。その一方で、音

声情報と文字情報のずれに関し、上記(1)-(3)のような分布が視察される理由について検討されていないのが残念な

点である。

第6章では、第3主主から第5章に至る知覚調査と実酎昔用語の関係について、独自の統計手法を用いることにより

再検討している。第3~で得られた聴覚実験と、第4章で得られた視覚実験それぞれの結果が見せるパタンの比率に

基づき予測値を計算し、それを第5章の実在借用語のデータによる実測値と照らし合わせることにより、聴覚(音声)、

視覚(表吉Dいずれが実割引直をより高く予測しているかを求めている。その上で、第5章で得られた結果と』お墜に、
視覚情報の方が聴覚情報よりも、実在語の分布を正徳に反映すること、それにより、糊~諸における外来語の母音借

用において、綴り字の影響が音声の影響よりも強いということを主張している。この章において提示された分析手法

は、借用語音韻論における分析に対して貢献が期待でき、許イ町に値するものと言える。

第7I詳では結論と課題について述べられ、論文が結ばれている。

以上見たように、材命文の稲田サーベき点iこついて次のようにまとめることができる。第ーに、一般音声学、借用語

音韻論、斡国語・英語音声学、心理詰苦学等の広範囲な先行研究を理解し研究に結びつけていること。第二に、曜ま党

実験およひ視覚潟験によって得られたデータを謝疏否のデータとリンクさせながら、多角的な分析を試みているこ

と、また、とくに二つの実験による予測直と、実在借用語の期IIJ1I底との関係、に基づく独自の分析手法により、借用語
音翻論の分析への貢献が期待できること。第三に、とくにが個EE輔揃の分野において、指郡勝母音州昔用パタン
をはじめとする、新たな事実を提示している点が挙げられる。その反面、本論文は、上記の理論展開の根拠となる実

験の設定、議論の明確性、およひ漢文の正催さに閲して問題地¥1放見されるのも事実である。しかしながら、有命文が
関述分野において新しい知見を提示した意糊'~なものであることには疑いがない。

論文審査の結果の要旨

氏 名|一
目|恥叫eofLl阻 dL20地帯郎防onloanword凶onol明
|(外来語音韻論におけるLlとL2つづり字の役害ID

論文題

本論文は、<<1.'用語音鼠論における綴り字(表記:orth略mphy)叫蹄lとその箆要性について、とくに英語から韓

関穏に借用された外来語における、母音の変併号タンの分析を過して論じたものである。借用語音韻論の主要な研究

(81棚 lfield1933， Hyman 1970等)において周尉句なものとして扱われてきた表記という要素が、借用側の言語ω)

においても、また、借用される言語(L2)においても重要な役割を果たすことを、音声知覚、文字知覚、実在借用

語の三つの調査によって得られたデータの統言尚、数醐包比較に基づいて実証している。

論文は7つの章から構成されている。以下では各寧の内容を紹介しながらその主張と内容を検討昔る。

第l章では提出論文の構成と目的、および、論文で扱われる借用E苦の定義について述べられている。
続く第2章は、借用語に関する議論において依拠される三つの見地、すなわち、(1)官制謝旬見地(81倒 nfie1d1933， 

Hyman 1970，催。、 (2)音声学的見虫色 (Silvennan 1992， Shinohara 1997， 11ω、(3)表記的見地{Iversion2∞5， Kang 
Y.21∞3，制それぞれの特徴と払噛点をまとめ指摘している。その上で、とくに(3)の諦酌見地の重弼生について、
表記0端点のみから説明される事例 (Yendelin& Peperk醐 p2∞5等)を援用しながら指摘してし、る。章の後半では、
借用側の言語である~i掴諾の音韻体系についての先行研究をまとめ、さらに+咽語母稲崎ーによる婦苦音声の開き取
りについての創刊院を概観することにより、後に展開される、英語から醐翠語に借用された外来請に関する道官命へ

の橋渡しとしている。

第3家、第4章、第5樹立、本論文の中心を成す部分である。まず第3爺では、府間ソウル方言母縮諸による英

語音声の知覚について分析がなされている。アメリカ英語母端緒により発音された英単語の中から、母音を含む音

連続 (αC、CY、YC)の部分のみを切り取り、その母音部 (y)が称国語のどの母音と最も近いかを強制選択させるこ

とにより、相掴語における音声情報にもとづく母音借用の謝農を提示している。分析では、第2章で確認された先行

研究のデータと概ね一致を見せること、しかしながら問時に、とくに[1]、[a]、[α]の三母音において、先行研究と

は異なる知覚結果の見られること、また、そのうちの二つを含む[1]、[a]、[u]において、知覚にゆれが多く観察さ

れることを報告している。この主主は、続く第4章とともに、第5索以降で展開される諒輸の基盤としての役割lを担っ

ている。

続く第4章では、文字を刺激とした知覚実験が行われ、第3掌の聴覚実験のデータとの比較が試みられている。前

章と同じ語が、ここでは文字といラ視覚情報のみで被験者に鐙示され、和掴詩のどの母音として借用されるかを分析

している。その上で、約6割が臆覚実験の結果と一致するものの、残る約4御lにおいて阿者の不一致が見られること
を報告し、このような不一致の生じる点において、表記が借用に対し一定の役創を果たしているとの主張を行ってい

る。また、とくに英語の関米母音/a/の知覚にバリエーションが観察され、それらの例が英語の綴り字と一致するこ
とから、この部分においても、表記が借用に関与するとし、う知見方嘘示されている。

第5章では線国語のコーパスから、英語由来の借用語に含まれる母音について、(I洩語の発音、 (2)英語。瑚り字、

(3)対応する韓国語の母音、の三者の対応関係を詳細に分析することにより、また、それらを第3章、第4章の結果

以上に鑑みて、本審査委員会は全員一致で論文設出者、撒星妹が博士伐学)の学{立を授与されるに足る資格を有

すると判断した。
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